大徳寺所蔵《水月観音図》の供養人物群像に関する新解釈 by 朴 銀卿 & 金 正善
大徳寺所蔵《水月観音図》の供養人物群像に関する
新解釈









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































名 材、 王朝 時期
① 江原道高城郡三日浦埋香碑 忠宣王元年 1309 
② 平安北道定州郡徳彦面沈香洞埋香岩刻 忠粛王4年 1335 
① 全羅南道霊岩郡西湖面奄吉里埋香岩刻 忠恵王5年 1344 
④ 全羅南道霊光郡法聖面笠岩里埋香碑 (A) 恭慰王20年 1371 
⑤ 慶尚南道酒川市昆陽面興士里埋香碑 網王13年 1387 
⑥ 忠清南道雄山郡鳳山面孝橋里埋香碑 太宗3年 1403 
⑦ 全羅南道新安郡岩泰面松谷里埋香碑 太宗5年 1405 
③ 全羅南道海南郡馬山面孟津里埋香岩刻 太宗6年 1406 
① 全羅南道霊光郡法聖面笠岩理埋香碑 (B) 太宗10年 1410 
⑬ 慶尚南道三川浦市香村洞埋香岩刻 太宗18年 1418 
⑪ 忠清南道海美埋香碑(原:洪城郡西部面於沙里) 世宗9年 1427 
⑫ 全羅南道霊岩郡美岩面採芝里埋香碑 世宗12年 1430 
⑬ 全羅南道長興郡蓉山面徳岩里埋香岩刻 世宗16年 1435 
⑭ 全羅南道新安郡都面古蘭里埋香碑 世祖3年 1457 
⑬ 忠清南道唐津郡貞美面寄堂里安園寺埋香岩刻 (A) 庚戊年
⑮ 忠清南道唐津郡貞美面書堂里安園寺埋香岩刻 (B) 庚午年
⑫ 全羅南道新安郡八禽島 穆宗5年 1002 
⑬ 平安北道義州夜日浦 庚寅年
※⑫⑬は『朝鮮王朝実録』の記録に見られる例
大
徳
寺
所
蔵
〈
水
月
観
音
図
》
の
供
養
人
物
群
像
に
関
す
る
新
解
釈
以
上
の
よ
う
な
事
実
を
踏
ま
え
る
と
、
大
徳
寺
本
の
春
属
た
ち
が
観
音
に
供
養
物
と
し
て
捧
げ
る
海
の
珍
宝
で
あ
る
香
木
は
、
ま
さ
に
沈
香
木
を
示
唆
し
て
お
り
、
こ
れ
は
高
麗
の
十
四
世
紀
か
ら
朝
鮮
初
の
十
五
世
紀
に
か
け
て
、
埋
香
活
動
が
活
発
で
あ
っ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
お
わ
り
に
大
徳
寺
所
蔵
《
水
月
観
音
菩
薩
図
》
は
、
「
観
音
と
善
財
」
で
構
成
さ
れ
る
高
麗
時
代
の
一
般
的
な
図
像
か
ら
逸
脱
し
、
画
面
に
説
話
性
の
豊
か
な
場
面
を
盛
り
込
む
こ
と
で
、
通
常
の
高
麗
の
水
月
観
音
図
の
変
化
を
し
め
す
代
表
的
な
作
品
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
表1 埋香碑及び埋香岩刻の事例
(36) 
全
体
の
画
面
に
比
べ
て
供
養
人
物
群
像
が
占
め
る
場
面
の
比
率
は
低
い
が
、
詳
細
に
描
写
さ
れ
た
登
場
人
物
た
ち
が
持
つ
象
徴
性
は
、
か
な
り
複
雑
的
で
あ
る
。
画
面
下
の
添
景
に
す
ぎ
な
い
供
養
人
物
群
像
の
列
は
、
画
面
を
圧
倒
す
る
観
音
の
姿
に
一
瞬
吸
収
さ
れ
、
強
烈
な
印
象
を
与
え
る
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
一
日
つ
こ
れ
ら
の
列
に
目
を
向
け
る
と
、
観
音
の
足
下
に
広
が
る
、
揺
れ
動
く
激
し
い
海
が
目
前
に
広
が
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
穏
や
か
な
湖
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
荒
波
の
海
は
、
海
底
か
ら
出
没
す
る
龍
C二〉
王
一
行
の
出
現
と
い
う
神
変
を
代
弁
す
る
か
の
よ
う
で
あ
り
、
海
底
か
ら
海
水
面
へ
と
挿図19 埋香碑及び埋香岩刻の地域別分布図
次
々
に
登
場
し
て
く
る
人
物
た
ち
を
、
画
面
右
下
か
ら
左
上
に
向
か
う
よ
う
に
設
定
す
る
こ
と
で
、
上
昇
す
る
様
子
を
効
果
的
か
つ
視
覚
的
に
演
出
し
て
い
る
。
さ
て
、
本
論
で
は
、
一
連
の
供
養
人
物
群
像
が
持
つ
象
徴
性
は
、
法
華
経
と
華
厳
経
の
融
合
で
あ
り
、
道
仏
習
合
の
図
像
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
き
た
。
特
に
送
子
信
仰
を
め
ぐ
る
鬼
子
母
図
像
の
借
用
と
、
摩
尼
珠
を
持
つ
龍
女
成
仏
図
像
の
登
場
、
さ
ら
に
悪
を
懲
戒
し
善
を
勧
め
る
一
方
、
悪
い
気
運
か
ら
子
供
を
守
護
す
る
役
割
を
担
う
鍾
燈
の
確
認
は
、
極
め
て
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
最
後
に
は
、
本
作
品
の
モ
チ
ー
フ
を
通
じ
て
、
十
四
i
十
五
世
紀
の
沈
香
木
と
関
わ
る
当
時
の
埋
香
信
仰
と
の
結
び
付
き
に
211 
五
五
美
キ"f
'7TI 
ブし
九
Eコ
可
耳ハE引ド
つ
い
て
触
れ
た
。
以
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
特
徴
は
、
本
作
品
に
凝
縮
さ
れ
た
直
接
的
な
要
素
で
あ
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
洛
山
聖
屈
の
聖
な
る
気
運
、
つ
ま
り
洛
山
信
仰
が
高
麗
後
期
、
水
月
観
音
図
に
間
接
的
に
反
映
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
観
点
に
立
つ
と
き
、
大
徳
寺
所
蔵
《
水
月
観
音
菩
薩
図
》
は
、
韓
国
の
水
月
観
音
図
が
持
つ
意
味
と
象
徴
性
を
も
っ
と
も
豊
か
に
表
象
す
る
先
駆
的
な
作
品
と
評
価
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
午
十
ム(1
)
現
存
す
る
高
麗
の
水
月
観
音
図
の
内
、
三
四
点
に
関
し
て
は
、
菊
竹
淳
一
・
鄭
子
津
(編
)
『
高
麗
時
代
の
仏
画
』
(時
空
社
、
一
九
九
七
年
)
に
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
(2
)
註
1
の
菊
竹
淳
一
・
鄭
子
津
(編
)
前
掲
書
(図
版
七
三
・
七
九
参
照
)。
鄭
子
津
「
新
出
高
麗
時
代
水
月
観
音
園
」
『
東
岳
美
術
史
民
子
』
二
号
、
東
岳
美
術
史
皐
曾
、
二
O
O
一
年、
一
O
三
i
一
九
頁
。
フ
ア
ノ
グ
ム
ス
ノ
(3
)
黄
金
順
「
高
麗
水
月
観
音
図
に
見
ら
れ
る
《
四
十
華
厳
経
〉
の
影
響
」
『
美
術
史
研
究
』
一
七
号、
美
術
史
研
究
会
、
二
O
O
三
年、
三一
Ez-
-}
七
七
頁
を
参
照
。
(4
)
こ
の
供
養
人
物
群
像
を
と
り
あ
げ
た
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
で
詳
し
く
紹
介
す
る
。
(5
)
制
作
時
期
に
関
し
て
鄭
子
津
氏
は
、
大
徳
寺
本
の
基
本
的
な
描
法
が
、
鏡
神
社
所
蔵
《
水
月
観
音
菩
薩
図
》
つ
=
二
O
年
)
、
泉
屋
博
古
館
所
蔵
《
水
月
観
音
菩
薩
図
》
ご
二
一
二
三
)
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
本
作
品
が
鏡
神
社
本
と
近
接
す
る
時
期
に
制
作
さ
れ
た
可
能
性
を
論
じ
て
い
る
(註
1
の
菊
竹
淳
一
・
鄭
子
津
(
編
)
前
掲
書
、
八
八
1
八
九
頁
)
。
(6
)
供
養
人
物
群
像
が
着
用
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
服
飾
に
関
し
て
は
、
次
を
参
照
し
た
。
高
春
明
「
中
国
服
飾
名
物
考
』
上
海
文
化
出
版
社
、
二
O
O
一
年
。
周
汎
・
高
春
明
(著
)
『
中
国
歴
代
婦
女
批
飾
」
学
林
出
版
社
、
香
港
・
三
聯
書
庖
有
限
公
司
、
一
九
八
八
年
。
『
中
園
工
妻
美
術
辞
典
』
雄
獅
園
書
公
司
、
一
九
九
一
年、
二
五
一
頁
。
(7
)
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
所
蔵
〈
水
月
観
音
菩
薩
図
》
(
縦
一
一
一
二
・
七
セ
ン
チ
、
横
五
五
・
三
セ
ン
チ
)
に
は
、
大
徳
寺
本
と
同
様
の
供
養
人
物
群
像
が
表
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
本
の
供
養
人
物
群
像
の
中
で
は
、
大
徳
寺
本
に
見
ら
れ
る
帳
頭
を
被
り
官
服
を
着
て
書
巻
を
抱
え
て
い
る
人
物
や
、
肩
に
棒
状
の
供
養
物
を
背
負
っ
て
い
る
獣
頭
人
身
像
が
省
略
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ほ
か
の
人
物
の
描
写
や
設
彩
法
に
お
い
て
も
大
徳
寺
本
よ
り
粗
略
で
、
緊
密
さ
に
欠
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
本
は
、
大
徳
寺
本
を
祖
本
と
し
て
、
十
四
世
紀
中
半
頃
に
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
註
1
の
菊
竹
淳
一
五
六
鄭
子
津
(編
)
前
掲
書
、
九
五
頁
参
照
。
(8
)
林
進
「
高
麗
時
代
の
水
月
観
音
図
に
つ
い
て
」
『
美
術
史
』
七
七
年
、
一
一
一
一
一
1
一
一
四
頁
。
林
進
「
新
出
の
高
麗
水
月
観
音
図
に
つ
い
て
」
『
悌
教
義
術
』
九
七
九
年
、
六
O
頁
。
(9
)
李
東
州
(監
修
)
『
韓
園
の
美
⑦
一
高
麗
悌
書
一』
中
央
日
報
、
一
九
八
一
年、
二
四
八
頁。
(叩
)
林
温
「
建
長
寺
蔵
水
月
観
音
画
像
を
め
ぐ
っ
て
」
『
悌
教
塞
術
』
一一
O
号
、
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
三
年
、
八
六
1
八
七
頁
。
(日
)
朴
英
淑
「洛
山
説
話
と
高
麗
水
月
観
音
l
仏
教
図
像
に
お
け
る
奇
蹟
の
役
割
」『
台
湾
二
0
0
二
年
東
洋
絵
画
史
学
会
』
二
O
O
二
年、
一
O
九
1
一
一
一
百ハ
。
J
P
E唱。。
F
-
v
p
n
n
Z件
M
g
r
m
m
E
E仏
当
R
2
玄
0
ロ?と
0
5
5
S
E
S
P
-三
一
}
ハ
S
E
E)
。町
号町
一穴。司。
-V30仏
(
ヨ
∞
ム
3
N)
1己
民
間
。
一
向
。
『
玄
E
n一2
コ
回
忌
昏
5
H
n
oロ
o
m
E勺
Z
J
H
V
ξ
s
h
g
h
(けも
も
可
刊
誌
町
内
も
ミ
可
尽
き
ミ
ミ
，E
3
3
h
3
h
h
h
H
A
h
k
h
(
N
。
N)"
宅・
3
U
1
5
・
(ロ
)
註
3
の
黄
金
順
前
掲
論
文
、
五
三
1
五
四
頁
。
(日
)
瀧
朝
子
「
水
月
観
音
像
に
描
か
れ
た
人
物
群
像
に
つ
い
て
」
『
大
和
文
華
』
一
一
一
号
、
大
和
文
華
館
、
二
O
O
四
年
、
三
0
1
=
二
頁
。
(日
)
井
手
誠
之
輔
「
高
麗
仏
画
の
世
界
l
東
ア
ジ
ア
美
術
に
お
け
る
領
分
と
そ
の
諸
相
」
『
園
華
』
一
三
二
二
号、
二
O
O
五
年
、
三
三
頁
。
(日
)
朴
英
淑
氏
は
、
大
徳
寺
本
の
供
養
人
物
群
像
が
慶
資
諒
(一一
五
0
1
一
二
二
九
)
と
そ
の
一
行
、
も
し
く
は
そ
の
親
族
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
な
お
、
大
徳
寺
本
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
十
三
世
紀
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
(註
日
の
前
掲
論
文
、
一
O
九
1
一
一
一
頁
)。
し
か
し
な
が
ら
、
大
徳
寺
本
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
は
遡
っ
て
も
十
四
世
紀
初
頭
で
あ
っ
て
、
十
三
世
紀
に
ま
で
遡
ら
せ
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
慶
資
諒
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
資
料
か
ら
確
認
で
き
る
。
「
高
麗
史
」
巻
九
九
・
列
伝
十
二。
慶
資
諒
『
新
増
東
園
輿
地
勝
陣
見
」
巻
四
回
、
江
原
道
裏
陽
都
護
府
、
悌
宇
条
。
金
龍
善
(編
著
)
『
高
麗
墓
誌
銘
集
成
』
「
慶
資
諒
墓
誌
銘
」
翰
林
大
撃
校
亜
世
亜
文
化
研
究
所
、
一
九
九
七
年
、
三
五
五
1
三
五
七
頁
。
(日
)
「三
園
遣
事
』
巻
三
・
塔
像
第
四
、
洛
山
二
大
観
音
正
趣
調
信
条
。
昔
義
湘
法
師
始
自
唐
来
還
聞
大
悲
異
身
住
此
海
遁
窟
内
故
因
名
洛
山
蓋
西
域
賓
陥
洛
伽
山
此
云
小
白
華
乃
白
衣
大
士
虞
身
住
慮
故
借
此
名
之
薪
戒
七
日
浮
座
具
震
水
上
龍
天
八
部
侍
従
引
入
窟
内
陀
櫨
空
中
出
水
精
念
珠
一
貫
給
之
湘
領
受
而
退
東
海
龍
亦
献
如
意
賓
珠
一
頼
師
捧
出
更
薪
七
日
乃
見
異
容
謂
日
於
座
上
山
頂
隻
竹
湧
生
嘗
其
地
作
殿
宜
突
師
聞
之
出
212 
一
O
二
号
、
美
術
史
学
会
一
九
二
二
二
号
、
毎
日
新
聞
社
、
窟
果
有
竹
従
地
湧
出
乃
作
金
堂
塑
像
而
安
之
園
容
麗
質
傑
若
天
生
其
竹
還
波
方
知
正
是
虞
身
住
也
因
名
其
寺
日
洛
山
師
以
所
受
二
珠
鑓
安
子
聖
殿
而
去
後
有
元
暁
法
師
繕
腫
而
来
欲
求
贈
櫨
初
至
於
南
郊
水
田
中
有
一
白
衣
女
人
刈
稲
師
戯
請
其
禾
女
以
稲
荒
戯
答
之
又
行
至
橋
下
一
女
洗
月
水
吊
師
乞
水
女
酌
其
械
水
献
之
師
覆
棄
之
女
酌
天
水
而
飲
之
時
野
中
松
上
有
一
青
鳥
呼
日
休
醍
口
和
尚
忽
隠
不
現
其
松
下
有
一
隻
脱
軽
師
既
到
寺
観
音
座
下
又
有
前
所
見
脱
荘
一
隻
方
知
前
所
遇
聖
女
乃
虞
身
也
故
時
人
謂
之
観
音
松
師
欲
入
聖
帽
更
観
覧
容
風
浪
大
作
不
得
入
而
去
(げ
)
西
上
青
曜
『
女
神
図
典
』
朱
鷺
書
房
、
一
九
九
五
年
、
二
O
七
頁
。
(凶
)
「
観
音
特
展
』
蓋
北
岡
立
故
宮
博
物
院
、
二
0
0
0
年
、
図
三
二
頁
参
照
。
(日
)
豆
g
z
d
q
E
p
h
h
H
H
吋『ロミ
h
A
¥
号
h
h
号
、
さ
h
h
b
A
¥
(リ
ト
吉
町
民
句
史
た
雪
3
8
8
3
玄
5
2
E
o
h〉
同
デ
-
巾
V
巾
vwu
勺
-H
a
u・
(加
)
『
悌
頂
尊
勝
陀
羅
尼
異
言
』
三
九
五
(
『
大
正
蔵
経
』
巻
一
九、
Z
0
・ヨ品開
)。
(幻
)
『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
四
「
提
婆
達
多
品
」
第
二
一
、
三
五
頁
(『
大
正
蔵
経
』
巻
九
、
Z
0
・N
a
N)
。
(辺
)
山
西
省
沿
陽
県
后
土
聖
母
廟
聖
母
殿
の
壁
画
は
、
次
の
本
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
「山
西
寺
観
壁
画
』
北
京
・
文
物
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
一
八
1
一
一
二
頁
。
(お
)
朴
英
淑
氏
は
、
こ
の
小
脇
に
挟
ん
で
い
る
も
の
を
小
鼓
と
論
じ
て
い
る
が
、
巻
物
で
あ
る
こ
と
を
こ
こ
で
も
う
一
度
強
調
し
て
お
き
た
い
。
註
日
の
朴
英
淑
「
洛
山
説
話
と
高
麗
水
月
観
音
|
仏
教
図
像
に
お
け
る
奇
蹟
の
役
割
」
前
掲
書
一
O
八
頁
。
註
日
の
J
円
O
E
m的
O
O
F
-
v
件
前
掲
論
文
。
(M
)
瀧
朝
子
は
、
水
月
観
音
図
の
人
物
群
像
を
三
つ
の
類
型
に
区
分
し
、
こ
こ
で
見
ら
れ
る
雲
上
火
焔
人
物
群
を
そ
の
第
三
類
型
に
位
置
づ
け
て
い
る
が
、
人
物
図
像
の
性
格
に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
て
い
な
い
。
註
日
の
瀧
朝
子
前
掲
論
文
二
六
1
三
O
頁
。
(お
)
鍾
埴
は
、
中
国
の
民
間
神
話
や
伝
説
に
現
わ
れ
る
鬼
の
一
種
で
、
「
鍾
葵
」
、
「
終
葵
」
、
「
柊
模
」
な
ど
と
も
表
記
さ
れ
、
ま
た
「
鬼
王
」
、
「
鬼
雄
」
、
「
埴
神
」
、
「
鍾
君
」
、
「
鍾
進
士
」
、
「
鷺
君
」
、
「
老
髭
」
、
「
阿
埴
」
、
「
老
埴
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
鍾
埴
の
起
源
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
が
、
一
般
的
に
は
次
の
記
事
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
「
あ
る
日
、
唐
の
玄
宗
皇
帝
が
、
臆
山
で
武
芸
を
磨
い
て
還
宮
し
た
後
、
病
気
に
か
か
っ
た
。
玄
宗
は
そ
の
な
か
で
夢
を
見
る
。
夢
で
小
鬼
た
ち
が
、
玄
宗
が
、
日
常
、
大
事
に
し
て
い
た
楊
貴
妃
の
香
袋
を
盗
ん
だ
り
、
玄
宗
の
玉
笛
を
吹
い
た
り
し
て
大
騒
ぎ
し
た
。
玄
宗
が
大
声
で
臣
下
を
呼
ぶ
と
、
大
鬼
が
急
に
現
れ
小
鬼
を
掴
み
、
両
日
を
取
り
出
し
て
生
き
た
ま
ま
飲
み
込
ん
だ
。
玄
宗
が
驚
い
て
、
お
前
は
何
者
か
と
聞
く
と、
「自
分
は
武
科
に
落
第
し
自
殺
し
た
鍾
埴
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皇
帝
の
た
め
な
ら
天
下
の
邪
悪
な
も
の
す
べ
て
を
消
そ
う
と
誓
い
ま
し
た
」
と
答
え
た
。
玄
宗
は
こ
の
夢
を
、
当
時
一
番
有
名
大
徳
寺
所
蔵
《
水
月
観
音
図
》
の
供
養
人
物
群
像
に
関
す
る
新
解
釈
な
道
釈
画
家
で
あ
る
呉
道
子
に
描
か
せ
た
。
そ
の
後
他
の
臣
下
に
も
命
じ
て
、
各
家
で
も
こ
の
肖
像
画
を
貼
る
よ
う
に
し
た
。」
北
宋
沈
括
(一
O
三
0
1
一
O
九
四
)
、
『
夢
渓
筆
談
』
補
巻
二
六
。
キ
ム
サ
シ
ヨ
プ
金
相
煙
「
金
徳
成
の
《
鍾
埴
図
》
」
『
東
洋
古
典
研
究
』
三
巻
、
東
洋
古
典
学
会
、
一
九
九
四
年
、
四
三
二
1
四
五
一
頁
。
キ
ム
ハ
メ，
金
事
、
王
「
鍾
埴
の
演
愛
と
庭
容
」
『
亜
細
亜
研
究
」
八
巻
四
号
、
高
麗
大
島
ナ
校
亜
細
亜
問
題
研
究
所
、
一
九
六
五
年
、
ご
二
1
一
四
九
頁
。
金
皐
主
「
鍾
埴
の
変
化
発
展
と
慮
容
」
『
韓
・
中
二
つ
国
の
歌
舞
と
雑
戯
』
ソ
ウ
ル
大
学
校
出
版
部
、
一
九
九
四
、
一
O
一
{
}
一
四
八
頁
。
叫「対
o
吋0
「
任
伯
年
の
鍾
雄
図
研
究
」
『
温
知
論
叢
』
九
集
、
温
知
学
会
、
二
O
O
三
年、
二
二
一一一{)二
五
三
頁
。
(お
)
註
お
の
叫
「
想
吋
o
前
掲
論
文
、
二
二
五
頁
。
(幻
)
郭
若
虚
『
国
書
一見
聞
誌
』
巻
六
・
鍾
埴
様
「
昔
呉
道
子
画
鍾
埴
衣
藍
杉
耕
一
足
砂
一
日
腰
務
巾
首
而
蓬
髪
以
左
手
捉
鬼
以
右
手
挟
其
鬼
目
筆
遮
遁
勤
賓
槍
事
之
絶
格
也
(下
略
)」
(お
)
註
お
の
金
皐
主
前
掲
論
文
、
一
八
1
士
二
頁
。
(
m
m
)
『
世
界
美
術
全
集
」
東
洋
編
六
|
南
宋
・
金
、
小
学
館
、
二
O
O
一
年
、
六
六
頁
。
松
村
英
哲
「
鍾
埴
考
(
三
)
」
『
近
畿
大
学
教
養
部
紀
要
』
二
九
巻
二
号、
一
九
九
七
年
、
二
九
1
三一
頁
。
(初
)
野
崎
誠
近
(著
)
遺
英
隻
・
安
永
吉
(訳
)
『
中
国
吉
祥
図
案
」
塞
耕
、
一
九
九
二
年
、
六
五
0
1
六
五
回
頁
。
註
お
の
叫
「
対
0
吋
o
前
掲
論
文
、
二
O
O
二
年、
二
二
七
1
二
二
八
頁
。
(訂
)
善
書
の
な
か
で
も
っ
と
も
代
表
的
で
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
『
太
上
感
麿
篇
』
に
は
、
一
日
三
つ
の
善
を
実
行
す
れ
ば
福
が
、
逆
に
悪
を
行
、
っ
と
必
ず
災
厄
を
被
る
と
い
う
計
数
的
な
功
過
思
想
が
、
早
い
時
期
か
ら
み
ら
れ
る
。
善
書
は
明
末
に
広
く
流
布
し
た
が
、
こ
の
『
太
上
感
麿
篇
』
は
南
宋
の
隆
興
二
年
(一一
六
回
)
に
は
既
に
存
在
し
て
お
り
、
最
初
の
功
過
格
は
七
年
後
、
つ
ま
り
金
の
大
定
十
一
年
(一一
七
二
に
記
さ
れ
た
と
い
う
。
車
柱
環
(著
)
三
浦
国
雄
・
野
崎
充
彦
(訳
)
『
朝
鮮
の
道
教
」
人
文
書
院
、
一
九
九
O
年、
三
O
四
i
三
O
五
頁
。
(詑
)
註
幻
の
車
柱
環
(著
)
、
三
浦
国
雄
・
野
崎
充
彦
(訳
)
前
掲
書
、
三
二
二
百ハ
。
(お
)
香
材
が
奉
安
さ
れ
た
最
も
古
い
腹
臓
物
と
し
て
、
温
陽
民
俗
博
物
館
所
蔵
の
阿
弥
陀
仏
(
一
三
O
二
年
)
の
「
丁
香
」
が
あ
げ
ら
れ
る
(『
二
ニ
O
二
年
阿
弥
陀
仏
腹
臓
物
の
調
査
研
究
』
温
陽
民
俗
博
物
館
、
一
九
九
一
年、
二
九
一
、
三
二
九
頁
)。
さ
ら
に
、
瑞
山
文
殊
寺
の
金
銅
阿
弥
陀
如
来
坐
像
(
一
三
四
六
年
)
の
腹
臓
物
の
内
「
嫡
陀
腹
臓
入
物
色
記
」
に
、
「
青
水
香
」
「華
香」
「
沈
香
」
「
乳
香
」
「
丁
香
」
の
記
述
が
見
ら
れ
る
ほ
か
(『
至
心
蹄
命
種
|
韓
国
の
仏
腹
蔵
』
修
徳
213 
五
七
美
術
仁コ
す
江
川
Y
れ引
F
'7TI 
プし
九
寺
撞
域
聖
賓
館
、
二
O
O
四
年
、
一
七
頁
)
、
報
思
法
住
寺
大
雄
賓
殿
の
慮
舎
那
仏
(一
六
二
六
ユ
ン
ジ
ョ
ン
ギ
ユ
ン
年
)
の
腹
臓
物
に
も
沈
香
と
丁
香
が
奉
安
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
(
0
で
号
音
「
法
住
寺
大
雄
賓
殿
の
三
身
悌
腹
臓
の
調
査
」
「
東
垣
島
ナ
術
論
文
集
』
五
集
、
韓
園
考
古
美
術
研
究
所
、
二
O
O
二
年、
二
二
六
頁
)。
こ
の
よ
う
に
沈
香
は
、
仏
の
香
り
を
象
徴
す
る
「
五
香
」
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
高
麗
後
期
か
ら
朝
鮮
時
代
に
至
ま
で
重
要
な
品
目
と
し
て
仏
像
の
内
部
に
奉
安
さ
れ
た
。
(M
)
『
高
麗
史
』
世
家
一
七
、
毅
宗
五
年
四
月
乙
酉
条
「
王
以
沈
香
木
命
工
刻
成
観
音
像
置
内
殿
の
飯
僧
」
、
李
海
溶
『
朝
鮮
時
期
の
村
落
社
会
史
』
民
族
文
化
史
、
一
九
九
六
年
、
一
二
八
頁
参
(お
)
呉
允
照
「
内
浦
地
方
の
埋
香
碑
」
『
史
学
研
究
』
五
八
・
五
九
号
、
韓
国
史
学
会
、
一
九
九
九
年、
六
六
九
頁
。
(お
)
埋
香
碑
及
び
埋
香
岩
刻
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
次
の
論
考
を
参
照
し
た
。
チ
ェ
ウ
ノ
ソ
ク
察
雄
錫
「
内
浦
地
域
の
弥
勤
信
仰
と
埋
香
岩
刻
」
『
唐
津
安
園
寺
社
精
密
地
表
調
査
報
告
書
」
唐
津
郡
・
忠
南
発
展
研
究
院
、
二
O
O
一
年
、
二
ハ
三
頁
。
註
鈍
の
李
海
溶
前
掲
論
文
、
二
一
七
頁
。
察
雄
錫
「
麗
末
鮮
初
澗
川
地
方
の
埋
香
活
動
と
地
域
社
会
」
「
韓
圏
中
世
史
研
究
」
二
O
号、
韓
圏
中
世
史
学
会
、
二
O
O
六
年
、
二
三
二
頁
。
(幻
)
註
犯
の
察
雄
錫
前
掲
論
文
、
一
六
三
頁
。
察
雄
錫
「
麗
末
鮮
初
の
郷
村
社
会
の
変
化
と
埋
香
活
動
」
『
歴
史
学
報
』
一
七
三
号、
会、
二
O
O
二
年
、
九
六
頁
。
チ
ョ
ン
ヒ
ョ
ン
イ
ル
(犯
)
鄭
夏
日
『
麗
末
鮮
初
の
埋
香
碑
研
究
』
、
韓
国
教
員
大
学
大
学
院
修
士
学
位
論
文
、
年
。註
討
の
李
海
溶
前
掲
論
文
、
二
一
八
頁
。
註
幻
の
察
雄
錫
前
掲
論
文
。
土
居
邦
彦
「
埋
香
碑
文
の
基
礎
検
討
」
「
地
方
史
と
地
方
文
化
』
六
巻
一
号、
二
O
O
三
年
。
歴
史
学
一
九
九
三
歴
史
文
化
学
会
、
〔
付
記
〕
本
稿
は
『
美
術
史
の
定
立
と
横
散
l
恒
山
安
輝
溶
教
授
停
年
退
任
紀
念
論
文
集
|
』
巻
二
(
杜
曾
評
論、
二
O
O
六
年
三
月
)
に
掲
載
し
た
同
名
の
論
文
を
基
と
し
、
修
正
や
加
筆
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
作
成
に
お
い
て
九
州
大
学
大
学
院
井
手
誠
之
輔
先
生
と
同
大
学
芸
術
学
講
座
専
門
研
究
員
金
正
善
氏
の
御
助
力
を
い
た
、だ
い
た
。
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
(東
亜
大
皐
校
)
五
八
訳
者
九
州
大
学
大
学
院
芸
術
学
講
座
専
門
研
究
員
)
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*
原
著
叫
「
0
て
弓
「
営
且
」
斗
、
叫
豆
平
オ
土
井
0
《
牛
昔
、
科
」
0
一ロ王
〉
刊
豆
型
、
回
一
」
2
0
位
。
包
ロ
吉
音
公
司
、
川
じ
司
刈
「
」
、
『
、
町
告
、
川
4
4匁
唱
斗
一
号
、
仕
』
け
什
詞
弔
吾
、
二
O
O
六
年
、
二
0
0
1
二
二
五
頁
。
(本
翻
訳
論
文
は
海
外
編
集
委
員
に
よ
る
平
成
十
八
年
度
の
推
薦
論
文
で
あ
る
)
